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事例名 所属法人 勤務先 発表者 

1 

 

高等特別支援学校と地域ケアプラザで始める 

地域の繋がり 
社会福祉法人横浜長寿会 横浜市洋光台地域ケアプラザ 松田健也 

2 
チームワークにより利用者も家族も 

共に支えることが出来ます 
株式会社マルプ 

茶話本舗デイサービス 

十日市場 

若林麻子 

白石金子 

冨井春華 

3 ～地域に開かれた、地域の為の休憩所、相談所～ 社会福祉法人たちばな福祉会 
居宅介護支援センター 

芙蓉の園 
寺田卓 

4 
私ずっとここにいて良いですか？ 

～新しい住まいが私の住まいになる瞬間（とき）～ 
日総ニフティ株式会社 すいとぴー金沢八景 長内真名美 

5 「つながり」 有限会社みどりケアサービス 通所介護みどりや 村井ゆり 

6 
「お客様に寄り添うこと」／ 

「チームで仕事をするということ」 
株式会社リフシア らいふ松が丘 古澤貴之 

7 
「笑顔と幸せの実現」に取り組む軌跡 

～今、私達に出来る事～ 
株式会社ニチイケアパレス ニチイホーム藤が丘 

小原澤秀樹 

小川文恵 

森田真衣 

下赤所宏行 

8 強い物盗られ妄想の対応と改善 社会福祉法人 宗得会 
グループホームつばき 

（ユニットさざんか） 
川島幸恵 

9 「自らすすんで！」 株式会社ツクイ ツクイ横浜三保 菊池友香 

10 

シェ・モア独自の教育システムの構築と運用 

～やりがいと向上心を持った 

職員の育成を目指して～ 

社会福祉法人 ケアネット 
特別養護老人ホーム 

シェ・モア 

萩原玲子 

若杉祐樹 

金子直浩 

小嶋みゆき 

11 
～ご利用者がその人らしく生活するため、 

アクトの共有化と体系化を図る～ 

株式会社生活科学運営 

ワーカーズコレクティブやどりぎ 
上布田つどいの家倶楽部 

早川綾子 

柏崎幸子 

吉行章子 

亀井有希 

12 
その人らしさとは？ 

精神疾患（心気症）の方への取り組み 
社会福祉法人 宗得会 

グループホームつばき 

（ユニットつばき） 
飯塚絢子 

13 ～生きがい作りデイ～ 株式会社グッディ デイサービスセンターグッディ 笹原淳 

14 「キャスト＝スタッフ×」「キャスト＝お年寄り＆スタッフ」 株式会社あおいけあ デイサービスいどばた 小池みゆき 

15 認知症ケア～愛を込めた介護でここまで変わる～ 株式会社ニチイケアパレス ニチイホーム菊名 渡邉雅賛 

16 誰でも使えるアセスメントシート 株式会社ニチイ学館 ニチイケアセンター鶴見中央 小嶋哲彦 

17 ～「いい一日」から充実した人生がはじまる～ NPO 法人 ぷかぷか カフェベーカリーぷかぷか 富永 岳 

18 伊勢原市レスパイトサービス事業について 社会福祉法人 緑友会 みどり園 平田 栄孝 

紙上発表演題 
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どうしたら良い職場をつくることができるのか？ 

面談で変えられる職場と職員1人ひとりについて 

 

                          神奈川県横浜市瀬谷区 

社会福祉法人合掌苑 マネージャー 

財）生涯学習開発財団 認定コーチ 

                    森田 健一 

 
 

１ はじめに 

 この仕事を始めて20年になりました。その間、素敵な仲間に沢山出会い多くの学びを得て来ましたが、

転職や退職などの多い業界でもありました。その多くは職場環境を理由としていました。部下を持つよ

うに役割も変わっていく中で、私は「どうしたら良い職場を作っていくことが出来るのか？」というこ

とを常に考えるようになりました。しかし、実際は何をどうすれば良いのか見当がつきませんでした。

仕事は沢山ある、目の前の作業をこなすことで精一杯、自己啓発のセミナーに参加しても「参加して良

かった」で終わってしまう。具体的な答えは見つかりませんでした。 

合掌苑では「合掌苑に関わるすべての人を幸せにする」「社会福祉法人としての社会的責任を果たす」

をビジョンに掲げて、サービス向上を目的として様々な取り組みを行っていますが、その中の１つにコ

ーチングがあります。かれこれ導入して６～7 年が経過します。当初の目的はコミュニケーションの質

を高めることだったのですが、現在ではコーチングによる面談へと発展して、気が付いてみれば職場と

職員1人ひとりの成長にとても役立っていることに気が付きました。私自身の長年の疑問の解決にもな

り、職場もどんどんと良い方向へ変革を始めました。今回はこのことについて発表させて頂きます。 

 

２ 事例や取り組みの紹介 

 

活動の結果 

認定コーチの取得者数と面談実施の回数 表１ 

財）生涯学習開発財団 認定コーチ 

取得者（25年度の取得見込者も含む） 

所属長 20名 

所属長による面談実施数（24年度） 20名で約6,000回 

 

離職率：目標は年間5％以下 表２ 

平成23年度 8.6% 

平成24年度 13.2% 
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目標 表３ 

25年度有給休暇取得 １００％  24年度の結果は約６０％ 

連続7日間の休暇の取得  年2回 リフレッシュ休暇も含む 

 

 

面談で取り扱った内容（発表者の場合）表４ 

具体的な仕事の進め方 同僚との事 お客様との事 

職場の不満 上司への不満 プライベートの事 

能力評価について 中期ビジョン作成について 個人の目標設定について 

SWOT分析について コンプライアンスについて 個人目標に対する進捗につい

て 

クレーム・事故対応について モチベーションについて 課題発見について 

ミーティングの方法について 仕事の失敗について 仕事の良かったことについて 

リーダーシップについて 部下のとの接し方について 上司への対応について 

予算について 事業計画について その他も様  々

 

現在の面談実施状況（発表者の場合）表５ 

毎月の実施人数 25年度上半期の実施回数 1か月の平均の時間 

30名 251回 約20時間 

 

毎月の面談実施状況 表６ 

 面談を受ける 面談をする 

M 理事長、GM 担当事業の職員 

GL 理事長、GM、M 事業所の職員 

L 理事長、GM,M、GL 部下の職員 

 

導入期～ 

まず、コーチングとは何かを学ぶことから始めました。（表１）法人の目指している姿として、「自ら

考えることのできる職員を育てる。」というものがあります。具体的には「質問」をすることで頭の中で

もやもやしている部分を明確化させて「次の行動」を促進します。私はコーチングを自分で考えるため

のヒントを与える場だと理解しています。コーチとしてヒントを投げかけますが考えて答えを出すのは

職員自身です。 

コーチングと言って職員が面倒なように感じさせてはいけないので「面談」としていますが、手法は

体系化されたコーチングを活用しています。 

 導入当初は私の場合では1回1時間、担当職員に毎月1回を実施していました。「1時間も面談をして

話すことがありません。」と言っていた職員も結局1時間以上の時間を軽く超えて話していました。 
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目標 表３ 

25年度有給休暇取得 １００％  24年度の結果は約６０％ 

連続7日間の休暇の取得  年2回 リフレッシュ休暇も含む 

 

 

面談で取り扱った内容（発表者の場合）表４ 

具体的な仕事の進め方 同僚との事 お客様との事 

職場の不満 上司への不満 プライベートの事 

能力評価について 中期ビジョン作成について 個人の目標設定について 

SWOT分析について コンプライアンスについて 個人目標に対する進捗につい

て 

クレーム・事故対応について モチベーションについて 課題発見について 

ミーティングの方法について 仕事の失敗について 仕事の良かったことについて 

リーダーシップについて 部下のとの接し方について 上司への対応について 

予算について 事業計画について その他も様  々

 

現在の面談実施状況（発表者の場合）表５ 

毎月の実施人数 25年度上半期の実施回数 1か月の平均の時間 

30名 251回 約20時間 

 

毎月の面談実施状況 表６ 

 面談を受ける 面談をする 

M 理事長、GM 担当事業の職員 

GL 理事長、GM、M 事業所の職員 

L 理事長、GM,M、GL 部下の職員 

 

導入期～ 

まず、コーチングとは何かを学ぶことから始めました。（表１）法人の目指している姿として、「自ら

考えることのできる職員を育てる。」というものがあります。具体的には「質問」をすることで頭の中で

もやもやしている部分を明確化させて「次の行動」を促進します。私はコーチングを自分で考えるため

のヒントを与える場だと理解しています。コーチとしてヒントを投げかけますが考えて答えを出すのは

職員自身です。 

コーチングと言って職員が面倒なように感じさせてはいけないので「面談」としていますが、手法は

体系化されたコーチングを活用しています。 

 導入当初は私の場合では1回1時間、担当職員に毎月1回を実施していました。「1時間も面談をして

話すことがありません。」と言っていた職員も結局1時間以上の時間を軽く超えて話していました。 
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定着へ～ 

 半年ほど過ぎて、職員に変化が現れました。1 つには不平不満の類の感情的な話の吐出しから、仕事

の具体的な内容に変化して行きました。また、初めは1時間では足りないくらいでしたが少し、時間に

余裕が出てきました。そこで、面談時間の1回を30分として月に2回としました。 

 １か月間における面談の時間は1時間ですから、コミュニケーションの量に変化はありません。元々、

コーチングは2週間に1度くらいのペースが良いと言われていますが、良いサイクルが出来上がりまし

た。 

 

質的な変化へ～ 

 やがてコーチングによる面談も職員1人ひとりによって内容が様々に変化して来ました。表5にある

ように現在でも内容は多岐に渡ります。私はマネージャーとして面談を実施していますが、面談を受け

る職員も、所属長や、リーダー、専門職など立場によって、仕事の捉え方、考え方、見え方が違います。

また、新人やベテランなどによっても違いますし、仕事で良いことがあった時、逆に失敗をしてしまっ

た時など常に変化しています。 

 次第に面談はあるテーマを持たせていても、職員個々に全くのテーラーメイドとなってきました。 

面談の回数も基本は1回30分を月に2回としていますが、場合によっては毎週1回のメンバーもいます

し、もしも、面談で課題が見つかればミーティングを別に開催したりする等、必要に応じて適宜時間を

つくっています。 

 

MBO面談へ～ 

今年度に入り、個人の中期ビジョンや、今年度の目標設定にこの面談を活用することが出来たチーム

がありました。自ら立てた目標に対して、自律的、主体的に行動していくことを目指していますが、そ

れに近づくことが出来ました。MBO は目標による管理と訳されているので、ノルマ管理のように誤解を

されていることがあると聞きましたが、本質は自己実現してモチベーションを高める為の仕組みと理解

しています。そして上司はコーチとしてその実現を支援します。 

 

３ 考察 

 以上のような結果から振り返ってみて考えられることは、本当に必要なコミュニケーションは意識し

て行わなければ出来ないということです。ある職員とはしばらく席が隣で、雑談も含めて毎日のように

会話をしていましたが、それと面談で話す内容は全く違うものであることに驚きました。今ではそれを

多くの職員が認識しています。 

 また、話をするにも技術も必要だと改めて実感しました。傾聴のプロが多いこの業種に合っても話し

合いの仕方は学んでいないことがわかりました。 

 面談で「頭の中のもやもやしていたものが、すっきりして何をすれば良いかがわかりました。」「話し

たことで整理がつきました。」「自分が何に不安だったのか気が付きました」などが日々の声として上が

ってきます。 

 コーチの視点で見るとこれらはコーチングが非常に有効に機能した結果と言えます。一方では上司の

役割はコーチだけはなく、兄貴だったり、友人であったりと役割を変えて対応することも大切だと感じ

ています。時には愚痴や休暇中の話だけで終わるときもあるからです。私はコーチングによる面談と表
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現していますが、一番大切なことはその時間、しっかりと職員と向き合うことだと考えています。つま

り、まずは職員の話を聞く機会を作ることです。 

表5にあるように私は毎月３０名の部下に対して面談を実施しています。一見多くて大変なように感

じますが、月平均２０時間です。これは１カ月の総労働時間が１６８時間した場合に約１２％でしかあ

りません。このくらいの割合ならば誰にでもつくり出せるのではないかと考えています。 

私はこのコミュニケーションコストを最優先に仕事をしています。これにより、職員間の親密性が高

まり職場のチームの力も高まってゆきます。結果離職者も減り（表２）、業務効率も向上するので有給休

暇の取得も進みます。（表３）そして、職場が良くなれば必然的にお客様の満足度も向上します。 

 

４ おわりに 

 今回の発表では、とても成果が上がっていると実感している仕組みを紹介させて頂きました。いろい

ろ述べましたが、毎月２回、３０分の面談で職場も１人ひとりの職員も変わって、全員が幸せになれる

職場を目指すことが出来るということを知って頂きたかったからです。これならば誰でも始められるの

ではないでしょうか。また、継続できるのではないでしょうか。 

 業界全体がまだまだ拡大しており、職場や職員を育てていくことに課題は大きいと思いますが少しで

も日々の一助となり、職員もお客様にも幸せになって頂けたら幸いです。  
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